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＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

＜⽬的＞

＜成果＞

連携先の企業等の意⾒または評価
 やどかり出版・印刷とは約10年の付き合いになり，⻑期にわたって印刷物の制作を依頼しています．この間，制作担当者の交替や印刷環境の変化もあったようです
が，その都度体制を整え，変わらず制作・納品を⾏ってもらっています．版下作成や校正の修正も早く，納期通りに納品していただけ助かっています．今後も引き続
き印刷物の制作をお願いしたいと思っております．

連携先企業名 公益社団法⼈認知症の⼈と家族の会 埼⽟県⽀部 担当者名 ⻄内真⼦

地域連携活動の概要

 本活動は，公益社団法⼈認知症の⼈と家族の会との連携により，2018年５⽉から継
続して実施している．主な取り組みは，同会埼⽟⽀部が隔⽉で発⾏する広報紙の版下作
成および印刷，パンフレット等のデザイン制作である．
 現在は利⽤者３名が参加しており，１名が主担当として広報紙の版下作成を中⼼的に
担い，他の２名がデザイン案の作成や版下作成に関する技術的な⽀援を⾏っている．定
期的に職員を交えて打ち合わせを⾏いながら，内容の確認や技術の向上を図っている．

 本活動では，隔⽉で委託先から原稿が届き，それをもとに利⽤者が版下作成を⾏ってい
る．掲載内容は毎回同じではなく，過去の資料から必要な素材を探したり，季節に応じた
イラストを⽤意したりするなど，内容に合わせた⼯夫が求められている．
 委託先との連絡や確認は当事業所が間に⼊りながら進めているが，利⽤者⾃⾝も必要に
応じて先輩利⽤者や職員に相談し，求められる技術や表現を確かめながら作業を進めてい
る．当初は職員による⼿直しが必要であったが，現在では利⽤者が読者の⽴場を意識しな
がら，読みやすい紙⾯づくりを主体的に考えられるようになってきた．
 こうしたやり取りを積み重ねるなかで，納期を意識しながら安定して作業を進める⼒が
⾝につき，委託先との信頼関係のもとで継続的に業務を受託している．

 当事業所では，出版・印刷の仕事を⻑年⾏ってきた．本活動は，当事業所の利⽤者
が，培ってきた技術を活かし，認知症の⼈と家族の会が⾏う社会啓発活動や情報発信を
⽀えることを⽬的としている．
 また，地域の団体との協働を通じて，利⽤者が実際の仕事のなかで役割を担い，⾃ら
の⼒が地域の活動に⽣かされていることを実感できる機会とすることも⽬的としてい
る．

 本活動を通じて，利⽤者は認知症の⼈と家族の会埼⽟⽀部の広報活動を⽀える役割
を担い，地域の啓発活動の⼀端に関わる経験を積んできた．主担当者は，版下作成や
校正修正，デザイン案の作成を⾃⼒で⾏えるようになり，実務を通して技術の習熟を
深めている．
 また，主担当者だけでなく，版下作成やデザインに関わる利⽤者も増え，役割分担
をしながら業務を進める体制が広がった．その過程で，利⽤者同⼠が技術を教え合
い，学び合う関係も⽣まれている．
 さらに，地域団体との継続的な協働を通じて，利⽤者は⾃らの仕事が地域の活動や
当事者・家族への⽀援につながっていることを実感し，仕事への誇りや責任感を深め
ている．⻑年にわたる受託の継続は，当事業所の技術⼒と信頼の積み重ねを⽰すもの
であり，地域との安定したつながりを築いてきた成果でもある．
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